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研究成果の概要（和文）： 

2011 年度は、シングルキャリア周波数領域適応アンテナアレーを用いる分散アンテナネットワ
ークにおける周波数再利用の最適化に関する研究を行った。セルラーリンク容量特性を求め、
従来のセルラーネットワークと比較した。 

2012 年度は、マルチユーザーシングルキャリア伝送システムにおける帯域効率の分析を行った。
帯域効率を最大化するため適応トランシーバを提案した。帯域効率が 130％に向上させること
ができた。 

研究成果の概要（英文）： 
During the year of 2011, my research work focused on the frequency domain adaptive 

antenna array for distributed antenna network. I have published 1 journal paper entitled 

“Frequency Domain Adaptive Antenna Array for Broadband Single-Carrier Uplink 

Transmission”. And have attended 4 domestic workshops on radio communication system 

(RCS). 

During the year of 2012, my research work focused on bandwidth efficiency improvement of 

single carrier transmission. I have published 5 journal papers, attended 7 international 

conferences and 2 domestic RCS workshops. 
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１．研究開始当初の背景  

無線通信の開発は非常に高速である。現在
の点から、ターゲット·データ·レートは、
わずか数年で 1Giga ビット/秒に達する。
また、利用可能な帯域幅が 100M Hz に制限
する。その結果、帯域幅の効率は、二つの
基 地 局 （ BS） の 間 に 最 悪 の 位 置 で も
10bits/s/Hz/BS よりも高くする必要があ
る。 

２．研究の目的  

本研究の目的は、技術的に将来の無線通信
システムのためのサポートを提供できる
ように、新しい方法より、高い周波数利用
効率を実現することである。  
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３．研究の方法  

提案手法は、シングルキャリア多重アンテ
ナ技術、周波数再使用の最適化と分散アン
テナネットワーク（DAN）の効率的な組み
合わせである。研究では、2 つのセルラー
システム構造：中央セルラーシステムと
DAN で行われる。中央システムは、現在広
く使用されているシステムであり、セルの
中心に各セルは 1 つの基地局が存在する。 
DAN は、セル内に均一に接続されたアンテ
ナを配信することであり、分散型アンテナ
に接続され、光ファイバを介して中央処理
装置によって制御される。比較を行うため
に、中央システムと DAN 両方のアンテナ数
が同じにする。 

４．研究成果 

分散アンテナネットワークにおける周波
数領域適応アンテナアレイ（DAN FDAAA）
を提案した。そして、DAN FDAAA の容量が
検討した。 10％アウテージビットエラー
レートを中心する中央セルラシステムと
DAN の比較を図１に示す。  
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図１．10％アウテージビットエラーレート  

マルチユーザーシングルキャリア伝送シ
ステムにおける帯域効率の分析を行った。
帯域効率を最大化するため適応トランシ
ーバを提案した。帯域効率が 130％に向上
させることができた。その結果を図 2 と図
３に示す。 
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図２．帯域効率、アンテナ４本 
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図３．帯域効率、アンテナ８本 
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